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い！とやや短絡的な発想からイランの書道を学ぼうと決意した。偶然が重なって、イランでも大変有名な書道家であるエスラーフィール・シールチー先生に習うことになった。イラン（やアラブ圏）の書道は、伝統的 はネ と呼ばれる葦の先端を削って墨をつけて く。日本や中国の毛筆による書道と 異な 。私は子供の頃、習字教室に通ったことがあったし、ま 小中学校でも習った。そこで先生によく言われたのは、 「二度書
きは絶対に駄目」だった。二度書きした箇所は、墨のにじみや濃淡の差異から後でわかる。 この 「原則」には、擦れの美しさを味わう日本人の美意識や、一度 機会を大切にするという「潔さ」が表れているのかもしれない。とにかく、日本の子供たちには「二 書 御法度」がたたき込まれているはずである。　
イランの書道では、二度書きはＯＫである。先






























今の一般的イラン人の美的嗜好とは若干違う。そこで、 「どうしてアラビア語のコーラン章句を作品にする ですか」先生や他の書道家に尋ねたことがある。その理由としてひとつは イラン国内の官庁・公共施設、宗教指導者が顧客となっていると こと。さすがは「イスラーム体制」である。もうひとつは、ドバイ、カタルやサウジアラビアなど、湾岸のお金持ちが高値で買ってくれると こと。なるほど納得である。私 先生も、急に教室を休んだかと思ったら、ドバイに行っていたことが何度かあった 遊びではなくて、 「商談」のためだ ようだ。　
千数百年の歴史をもつイラン人の愛す
る書道も、機敏に当今の政治・経済事情を反映し多様 姿を見せてくれるようある。 「二度書きＯＫ」以上に、ずっと奥が深いことは間違い い。
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イラン史専攻。他地域と比較しながら、中東・イランの家族
と相続について研究している。
シールチー先生の作品。白黒でややわかりにくいが、
金をまぜた絵の具で書かれている。
エスラーフィール・シールチー先生。手にしているのが葦の筆
